
◆所在地◆

根室国後間海底電信線陸揚施設
【住所】 根室市西浜町10丁目3

（市道海岸町通）
・根室駅から車で約5分
・根室駅から徒歩で約25分

※ 建物内部の一般公開はしていません。
※ 道立北方四島交流センター(根室市

穂香110-9)展示室に電信ケーブルの
実物が展示されています。

根
室
村
ハ
ッ
タ
リ
と
国
後
島
ケ
ラ
ム

イ
間
を
繋
ぐ
海
底
ケ
ー
ブ
ル
の
陸
揚
施

設
で
昭
和
１
０
年
頃
に
旧
逓
信
省
に
よ

り
設
営
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

戦
前
、
こ
の
ケ
ー
ブ
ル
は
根
室
か
ら

国
後
島
を
経
由
し
て
択
捉
島
の
蘂
取
村

を
繋
い
で
お
り
、
通
信
連
絡
手
段
と
し

て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。

現
在
も
根
室
市
の
西
浜
町
に
当
時
の

建
物
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

英
米
の
密
漁
船
対
策
や
ロ
シ
ア
の
東

漸
政
策
へ
の
対
策
と
し
て
千
島
の
警
備

強
化
が
必
要
と
な
り
、
通
信
連
絡
手
段

の
確
保
の
た
め
、
北
海
道
本
島
か
ら

択
捉
島
蘂
取
村
ま
で
の
電
信
線
架
設
事

業
が
明
治
二
十
九
年
か
ら
二
カ
年
計
画

で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

明
治
三
十
年
の
開
線
当
初
は
「
標
津

村
三
本
木
～
国
後
島
ノ
ツ
エ
ト
崎
」

「
国
後
島
ア
ト
イ
ヤ
岬
～
択
捉
島
丹
根

萌
」
間
を
海
底
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ん
で
い

ま
し
た
が
、
流
氷
に
よ
り
両
海
底

ケ
ー
ブ
ル
が
相
次
い
で
不
通
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
明
治
三
十
三
年

に
「
根
室
村
ハ
ッ
タ
リ
～
国
後

島
ケ
ラ
ム
イ
」
「
国
後
島
白
糠

泊
～
択
捉
島
丹
根
萌
」
間
に

海
底
ケ
ー
ブ
ル
を
布
設
し
直
し

た
と
の
こ
と
で
す
。

ハ
ッ
タ
リ
と
ケ
ラ
ム
イ
間
に

布
設
さ
れ
た
海
底
ケ
ー
ブ
ル
線

は
英
国
製
で
、
そ
の
構
造
は

中
心
に
二
本
の
導
線
が
あ
り
、

導
線
の
周
り
を
ゴ
ム
で
覆
い
、

そ

の

外

側

を

約

一

セ

ン

チ

メ
ー
ト
ル
の
麻
の
よ
う
な
繊
維

で
覆
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
外
周
に
一
本
約
五
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
の
鉄
線
十
三
本
を

用
い
て
保
護
し
て
い
ま
す
。

本
施
設
は
か
つ
て
北
方
領
土

に
日
本
人
が
住
ん
で
い
た
こ
と

を
示
す
証
拠
で
あ
り
、
当
時
の

姿
を
残
す
数
少
な
い
貴
重
な

建
物
で
す
。
平
成
二
十
五
年
に

根
室
市
が
施
設
と
土
地
を
所
有

者
よ
り
購
入
し
、
保
存
・
整
備

を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
三
年
十
月
十
四
日
に
は

国
の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。

根室村ハッタリ－国後島ケラムイ 約40㎞
国後島ケラムイ－国後島白糠泊 約145㎞
国後島白糠泊－択捉島丹根萌 約60㎞
択捉島丹根萌－択捉島蘂取 約210㎞

［根室管内と国後島・択捉島を結ぶ電信線］

電信ケーブル実物
道立北方四島交流センター展示室

海底電線の構造
旧逓信省千島回線陸揚庫保存会

久保浩昭氏作

東根室駅

根
室
駅

根室市役所

地理院地図道立北方四島交流センター

根室国後間海底
電信線陸揚施設


